
第 3 章 快適な環境の保全 と 創造

の創造

都市部において は水辺環境や緑、 ゆ と り と

快適性が失われ 、 農 山村部で も 豊かな 自 然の

荒廃やふれあ いの減少が起 き てお り 、 自 然 と

人間 と の共生 を基本に 、 よ り 暮 ら し に身近な

生活環境を 中心に 、 自 然 と 詞和 し た生活空間

と 美 しい景観及び こ れ ら と 一体の歴史的 ･ 文

化的環境を保全 しつつ地域の特 性に あ っ た 快

適な環境を創造す る 必要が あ る 。 地域にお け

る 人 と 自 然の豊かなふれあいや都市 と 農村の

交流を図 る 。

【 1 親 しみやすい水環境の保全 と 創造 】

( 1 ) 親水空間の整備

0ふる さ と の川づ く り

河川本来の 自 然環境の保全 ･ 創出や周辺景

観 と の 覊和 を 図 り つつ 、 地域整備 と 一体 と な

っ た河川改修を行い 、 良好な水辺空間 の形成

を図 っ た。

･ 平成 1 3 年度事業箇所 由 良川 (大栄町)

(河川砂防課)

○団体営水環境整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 4 ( 1 ) 参照)

(耕地課)

0海岸環境整備事業

砂丘の保全のみな ら ず 、 周 辺 レ ジ ャ ー施設

と 一体的な海洋性 レ ク リ エー シ ョ ン機能を創

造す る た め 、 海岸整備を実施 し 、 海浜の利用

促進を図 っ た。

･ 平成 1 3 年度事業箇所

北条海岸 人工 リ ー フ L = 3 5 6 m

大栄海岸 人工 リ ー フ L = 2 6 6 m

鳥取港海岸 離岸堤 (潜堤)

L = 5 0 0 m

網代漁港海岸 離岸堤 (潜堤)

L = 1 1 7 . 1 m

(河川砂防課、 空港港湾課)

0県営ため池等整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 4 ( 1 ) 参照)

(耕地課)

0海岸侵食対策事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 4 ( 2 ) 参照)

(河川砂防課、 空港港湾課)

【 2 豊かで多様な緑の保全 と創造 】

0景観づ く り 推進事業

景観づ く り 推進員 を配置す る と と も に 、 研

修、 地域交流会 、 活動助成を通 じて推進員の

活動を支援 した。

設置数 2 0 8 人

研修会 東 ･ 中 西部で各 1 回

(平成 1 3 年 6 月 )

地域交流会 東 西部で各 1 回

(平成 1 3 年 1 1 月 )

ま た 、 市町村が行 う 景観づ く り 推進の た め

の施農 ･ 設備の整備に対 し 、 助成を行っ た。

平成 1 3 年度助成実績 9 市町村

(景観 自 然課)

0都市公園公園事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 3 参照)

(都市計画課)

0 と っ と り 花回廊管理運営事業

全国最大級の フ ラ ワ ーパー ク と し て 、 県民

に花 と 緑あふれる憩いの場を提供 した。

･ 平成 1 3 年度入園者 4 6 万 6 千人

(生産振興課)

0 と っ と り 出合 いの森管理運営事業

(第 2 部第 3 章第 2 節の 1 ( 1 ) 参照)

(林政課)

( 2 ) 地域の緑化の推進

0海岸侵食対策事業 (植栽 )

泊漁港海岸 において 、 飛砂 、 飛沫を防 ぐ と

と も に 、 潤 い の あ る海岸環境を創出する た め

緑地整備の促進を図っ た。

･ 平成 1 3 年度実施内容 植栽 0 2 ha

(空港港湾課)

○港湾環境整備事業 (緑地 )

境港昭和地区で境港の シ ンボル緑地の整備

の促進を図 っ た。

･ 平成 1 3 年度実施内容 : 4 . 7 ha

水産業の総合的拠点 、 新た な観光拠点 と 一

体的 な緑地空間の創造 と 災害時の避難場所
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の確保のた め 、 鳥取港西浜地区の緑地整備を

促進 した。

平成 1 3 年度実施内容 0 . 3 ha

(空港港湾課)

鳥取港西浜地区の緑地整備

【 3 良好な景観の保全 と創造 】

( 1 ) 景観形成の総合的推進

0景観形成の促進

･ 公共事業の景観形成について 、 景観シ ミ ュ

レー シ ョ ン研修の実施及び 3 次元景観シ ミ ュ

レーシ ョ ンデー タ の作成を行っ た。

景観ア ドバイ ザー を配置 し 、 景観形成の推

進について専門的視点か ら の助言を受 け た 。

(配置数 1 6 人)

大 山景観形成地域及び沿道海浜景観形成地

域の景観阻害物件の撤去 修景等を推進 し

た。

審査 ･ 指導

鳥取県景観形成条例 に基づ く 特定行為及

び大規模行為の届 出 に対す る 審査 指導を

行っ た。

景観形成巡視員

景観形成巡視員 を配置 し 、 特定行為及び

大規模行為 の確認や無届行為発見の た め の

巡視活動を行っ た。 (配置数 4 1 人)

景観シ ュ レーシ ョ ン作成例

(景観 自 然課)

0 ｢伝 え た いふ る さ と 鳥取の景観｣ 保全 ･ 継

承事業

平成 1 2 年度 に選定 し た ｢伝 え たいふ る さ

と 鳥取の景観｣ を広 く 紹介す る と と も に 、 住

民に よ る 景観の保全 、 伝承への取組みを支援

した。

･ 写真 コ ンテ ス ト の実施

紹介バス ツ アーの開催

住民活動支援事業補助金の交付

(景観 自 然課)

表2‐ 1 5 大規模行為の届 出指導状況

表2‐ 1 6 特定行為の届出指導状況

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

平成9年度 , チね 2ま る 29 孚 騒:
平成 1 0年度 78 28 8 1 3 字 = 巷
平成 1 1 年度 4銭 4呑 み す 8 8 1 0 春
平成 1 2年度 “ , 5 う 5 奪 妾 1 8 8 1 徘8

3 5 42 0 9 2 8 8
平成 1 3年度

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　

平成9年度 届 出 件 数 6る 8 1 8 8 8 8 8翁
平成1 0年度 届 出 件 数 38 6 8 若 8 6 4争
平成 1 1 年度 届 出 件 数 38 8 6 字 8 8 4字
平成1 2年度 届 出 件 数 1 8 8 6 著 8 8 2牟

22 2 0 0 3 3 3 0

届

届

届

届
平成1 3年度

46



( 2 ) 良好 な都市 自 然 農山村景観の保全 【 4 歴史的 ･ 文化的環境の保存 と整備 】

と 創造

0都市公園事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 3 参照)

(都市計画課)

0屋外広告物対策事業

良好な都市景観の形成 、 自 然景観の保全を

図 る た め 、 違反広告物の撤去指導を行っ た。

平成 1 3 年度 1 0 7 件処理

(都市計画課)

0電線共同溝整備事業

国道 1 8 0 号 、 県道皆生西原線 (米子市) 、

県道 田 島片原線 (鳥取市 ) 等で電線類の地中

化を行っ た。 (道路課)

( 3 ) 環境美化運動の推進

0環境美化対策推進事業

(第 2 部第 1 章第 1 節の 1 ( 3 ) 参照)

(循環型社会推進課)

0倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保

存整備事業

倉吉市打吹玉川伝統的建造物群が 、 国 の重

要伝統的建造物群保存地区に選定 さ れた こ と

に伴い 、 倉吉市の保存計画に基づいて行われ

る保存修理事業等に対 し助成を行っ た。

(文化課)

0国史跡妻木晩旧遺跡保存活用事業

土地の公有化や遺跡の保存活用方策の検討

を行 う と と も に 、 遺跡の初期整備を行っ た。

ま た 、 発掘凋査を実施す る と と も に遺跡の

情報発信を行っ た。 (文化課)

0青谷上寺地遺跡保存活用事業

遺跡の 情報発信 を行 う と と も に 、 遺跡 を有

効に保全活用す る た め 、 遺跡の範囲 ･ 内容を

明 ら かに し 、 出土品 の保存処理 復元を行っ

た。 (文化課)

○海岸漂着物対策の推進

住民の参加 ･ 協力 の も と 、 漂着廃棄物及び

海浜地の廃棄物の収集 、 運搬及び処分を行っ

た。

平成 1 3 度実施市町村 8 市町村

(循環型社会推進課)

0観光地美化等事業

(市町村緊急雇用特別基金事業)

市町村が取組む観光地の美化等 、 観光振興

のための事業に対 し助成 した。

･ 平成 1 3 年度助成内容 白 兎海岸美化清

掃、 皆生温泉周辺清掃他 (観光課)

0鳥取砂丘の一斉清掃

鳥取市が 中 心 と な り 、 約 6 0 参加団体の協

力 を得て 、 春 と 秋の年 2 回 、 砂丘の一斉清掃

を行っ た。

･ 平成 1 3 年度参加人員 延べ 6 , 0 0 0 人

(景観 自 然課)

0大山の一斉清掃

(財) 自 然公園美化管理財団が 中 心 と な り

約 7 0 参加団体の協力 を得て 、 春 と 秋の年 2

回 、 大山 の一斉清掃を行っ た。

平成 1 3 年度参加人員 延べ 2 , 0 0 0 人

(景観 自 然課)
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重点 プ ロ ジ ェ ク ト 4

｢快適な市街地づ く り ｣ 指標か らみた進捗状況

本県の優れた 自 然 、 景観を適切に保養 ･ 保

全 しつつ 、 環境負荷の少 ない都市の形成に 向

けた施策の推進に努め る 。

0 県民一人 当 た り 公園面積 、 電線地中化延長 、

道路緑化率

公園や電線地中化 、 道路緑化な ど 快適空間

の創出 の た め に必要な基盤整備は着実に進ん

でい る 。

県民一人当た り 公園面積 ( 稲)

2 6

1 2 1 ] R 9 1 4 4 1 4 7

嗣量輯團[^
※ 県民一人当 た り 公園面積 ･ ･都市公園 、 県立

公園 、 市町村立公園 、 自 然公園利用施設 、 農

村公園等の面積

道路緑化率 ( % )

14
12

10

1 2

9 8

、

平成9年度 平戒 1 o年度 平成 1 1 年度 平成 1 2年度 平成 1 3年度 モ “ 及
ん , びん

電線地中化延長 (km )
6 0

5 0

5 0 3 6 5 2 3 9 0 8 4 2 6 1
40

　　
平成'年度 平成鮮度 平成 ･ 輝度 平成 1 ' 年度 “成=年度 しい身

50

3 6 5 2 3 9 0 8 4 2 6 1

章藁農 〉桑に讓釀壕桴 “

ふ β}
苓褻
【 すむ
ぬ製

キ 刃 物 へ》

　　　
2 いつ /し

48



理運営を行っ た。 (林政課)

【 1 人 と 自 然 と のふれあいの推進 】

( 1 ) 自 然公園 、 自 然観察園 、 野営場 、 オー

ト キ ャ ン プ場等の整備

0 自然公園等利用施設整備事業

幅広い層 の人に鳥取砂丘を体験 し て も ら う

た め のバ リ ア フ リ ー施設 と して 、 砂丘入 ロ に

車椅子の走行可能な ス ロ ープの 設置を 、 平成

1 3 年度か ら 1 5 年度 に かけ て行 う こ と と し

た。

ま た 、 登 山者の集中 に伴 う 登 山道周辺の 自

然破壊を防止す る た め 、 荒廃 し た大 山登 山道

の再整備を平成 1 3 年度か ら 1 4 年度 に かけ

て行 う こ と と し た。

ま た 、 国立公園大 山頂上避難小屋に あ る既

設 ト イ レ を 、 平成 1 2 年度か ら 1 3 年度 にか

け て 自 然エネルギー (太陽光 ･ 風力 ) を活用

して循環型水洗 ト イ レ に改良 した。

国 定公 園氷 ノ 山 の 頂上 に 自 然エ ネル ギー

(太陽光) を活用 した水洗 ト イ レ付 き の休憩

所の整備を平成 1 2 年度か ら 1 3 年度 に かけ

て行っ た。 (景観 自 然課)

○ 中国 自然歩道等調査点検

県下の 中 国 自 然歩道及び 自 然探勝路につい

て 、 歩道の現況 、 施設 の整備状況 、 既設施設

の状況につい て現地凋査 を行い 、 施設管理台

帳の作成を行っ た。 (景観 自 然県)

0 自 然公園災害復旧事業

鳥取県西部地震に よ り 被災 し た 中 国 自 然歩

道 (ー 向平~大 山滝) の復 旧 を平成 1 2 年度

か ら 1 3 年度にかけて行っ た。 (景観 自 然課)

○ と っ と り 花回廊管理運営事業

(第 2 部第 3 章第 1 節の 2 参照)

(生産振興課)

0木の あ る暮 ら し創出事業

木材の 良 さ を広 く 普及す る た め 、 1 2 森林

組合等が行 う 講演会等普及啓発活動 に助成す

る こ と に よ り 、 県産材の需要拡大を図 っ た。

(林政課)

○ と っ と り 出合いの森管理運営事業

人々 が気楽に森林 と ふれあ い 、 幅広 く 利用

で き る 森林公園 ｢ と っ と り 出合いの森｣ の管

ボ ラ ンテ ィ ア 団体に よ る森林整備の実施を

支援 した。 (除伐等 6 回) (林政課)

枯れ松一掃作業の様子

0緑 ･ 木 と のふれあい推進事業

森林の はた ら き や重要性について県民の理

解を得 る た め 、 植樹祭や源流を訪ね る旅 を実

施 した。 (林政課)

0ふれあい牧場整備事業

鳥取放牧場のふれあ い牧場整備 と し て 、 牧

場広場の整備を行っ た。 (畜産県)

0氷 ノ 山 自 然ふれあいの里活性化事業

国定公園氷 ノ 山 の豊かな 自 然や歴史 、 文化

を生か した地域づ く り を推進す る た め 、 わか

さ ｢氷 ノ 山 自 然ふれあい の里活性化協議会 ｣

に負担金を拠出 し 、 その活動を支援 した。

ま た 、 氷 ノ 山 の 自 然の紹介 と 情報発信の拠

点で あ る ｢氷 ノ 山 自 然ふれあい館｣ の管理運

営を行っ た。 (景観 自 然課)

( 2 ) ふれあいの機会の充実

0 自然保護思想普及啓発事業 ( 自 然観察会等)

大 山 ･ 氷 ノ 山 山 陰海岸の地形 ･ 地質 、 動

植物等について 、 現地で 自 然観察会 を 5 8 回

実施 し 、 延べ 1 4 3 8 人が参加 した。

(景観 自 然課)
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表2‐ 1 7 平成 1 3年度 自 然観察会実施状況

霊園
53 1人

氷 ノ 山 自 然観察会単 24 日 72 2人

山陰海岸 自 然観察会1 5 日 1 8 5人

計 l 5 8 日 1 , 4 3 8人

【 2 都市 と 農山漁村の交流の推進 】

( 1 ) 都市 農山漁村の交流 、 市民農園等の

整備

0山村振興農林漁業対策事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照)

(企画振興課)

0中 山間地域総合整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照 )

(耕地課)

【 3 温泉の保護 と 活用 】

○温泉の保護及び多様な温泉の活用

県内 の源泉の温泉湧出能力等の状況調査を

引 き 続 き 行 う と と も に 、 不法行為の 防止 に努

め た ほ か 、 環境審議会 (温泉部会) の審議を

経て 、 掘削等 に係 る 温泉法に基づ く 。午可 を 2

件行っ た。 (環境政策課)

0 と っ と り 梨の花温泉郷に よ る 広域連携体制

の確立

温泉郷ホームページの開設 (H 14 . 2 . 8 )

P R活動の実施

歓迎モニ ュ メ ン ト の設置 ( 4 基)

(観光課)

全国で も先進事例 と な る 山岳エ コ ト イ レ

が国立公園大山の頂上にあ る避難小屋に設

置 さ れた 。 こ の エ コ ト イ レは平地部 と 同様

の合併浄化槽を使用 し なが ら 、 洗浄水は処

理水 と 雨水を循環 さ せて使っ てお り た ま

っ た汚泥は別槽で微生物に よ り 分解 減量

す る 。

シス テ ム に必要な電力 は太陽光パネル 6

4 枚 (出力 7 . 1 k w ) と 風力発電機 4 基

( 1 . 6 k w ) を使っ た 自 然エネルギーで

確保 して い る 。

こ の ト イ レの 設置で 、 年間 1 0 万人近い

登山者が大山 の 自 然環境に及ぼす負荷を削

減する こ と が可能にな る と 考え られる 。

大山山頂のエコ ト イ レ

コ ト イ レ 今後 、 貴重な 自 然環境空間 を保全する た

小屋に長 め に も 、 こ の よ う みこ人間活動に よ る 環境へ

部 と 同様 の負荷を軽減で き る施設の設置が望まれ る 。
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0いなば温泉郷によ る広域連携体制の確立

ホームページの更新 ･ 充実

キ ャ ラ バン等 P R活動の実施

(観光課)

○ふれあい ･ やす ら ぎ温泉地整備事業

岩美町が行 う 岩井温泉の 自 然 、 歴史 、 文化

にふれあ う 拠点 と な る ｢ ゆかむ り 温泉｣ と 周

辺施設の整備に対 して平成 1 3 年度か ら 1 4

年度にかけて助成を行 う こ と と した。

(景観 自 然課)

5 1



重点 プ ロ ジ ェ ク ト 5

｢人 と 自然 と の豊かなふれあい｣ 指標か らみた進捗状況

自 然 と のふれあ い を促進す る た め 、 拠点 を

整備す る と と も に 、 自 然観察会や森林学習会

等のふれあいの機会を充実する 。

ま た 、 都市 と 農 山漁村 と の交流を推進 し 、

農林水産業に対する理解を進め る 。

0県民一人当た り 公園面積 、 遊歩道の延長

公園や遊歩道な ど 自 然 と の ふれあいの場を

提供す る た め に必要な基盤整備は着実に進ん

でい る 。

県民一人当た り 公園面積 ( 稲)

30

25

20

1 5 1 2 1 1 Q Q 1 4 4 1 4 7

“ 聖 園 圏 鬮

26

1 2 1 1 Q Q 1 4 4 1 4 7

聖 園 圏 鬮 れ

胛H胤群
平成9年度 平成婢三度 平成 1 年度 平成12年度 平成1 3年度 平成22年度

※ 県民一人当 た り 公園面積 ･ ･都市公園 、 県立

公園 、 市町村立公園 、 自 然公園利用施設 、 農

村公園等の面積

遊歩道の延長 ( km )

2の

認52 三56コ
!

一 れ キ 【 才な ' - ! “, “ = ‐ “ 、二=--･
!

0
　 　　 　　 　　　 　　　 　　

※ 遊歩道の延長 ･ 自 然歩道 、 生活環境保全林

遊歩道な ど県事業で施行する遊歩道の総延長
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第 4 章 すべての主体の参加に よ る行動

我々 の豊かな消費生活は 、 化石燃料等の貴

重な資源を大量に消費す る こ と に よ っ て成 り

立っ て お り 、 県民 、 事業者 、 行政の それぞれ

が 、 環境に 関 し て担 う べ き 役割 と 環境保全に

関わ る行動の意義を十分に理解す る と と も に 、

それぞれの立場に応 じ た公平な役割分担の下

で活動 を展開す る こ と が必要であ る 。 こ の た

め 、 環境に与 え る 負荷 、 環境か ら得 る 恵みな

どについて 、 経済社会シス テ ム の分野 ご と に

それぞれの役割 を 明確化 し 、 環境教育 ･ 学習

を通 し て重要性を理解 し 、 各主体が相互に協

力 連携 した積極的行動を促す。

　　 　 　 　　　　　　　　　　　

【 1 各主体の協力連携体制の整備 】

0ボラ ンテ ィ ア等社会参加活動推進事業

ボ ラ ンテ ィ ア等の社会参加活動 を推進す

る た め次の事業等 を行っ た。

･ 鳥取県非営利公益活動促進条例の制定

(平成 1 3 年 9 月 )

･ インターネッ ト ホ-ムベ ーヅ や情報誌に よ る 情報提供

ht t p ･ / /www .Pr e f , t o t t or 1 . Jp /k enka t u/

0 と っ と り ア ジ ェ ンダ 2 1 普及啓発事業

と っ と り ア ジ ェ ン ダ 2 1 を普及す る た め 、

次の事業を行っ た。

･ アイ ド リ ングス ト ッ プ啓発シールの配付

鳥取県版環境家計簿の普及

(環境政策課)

0生活排水対策推進事業

(第 2 部第 1 章第 1 節の 3 ( 2 ) 参照)

(環境政策課)

( 2 ) 企業の環境配慮の推進

0国際環境規格認証取得モデル企業育成支援

事業

(第 2 部第 1 章第 2 節の 2 参照)

(産業開発課)

県 、 市町村職員に対する研修会の開催

非営利活動団体研修会やNPO を考え る フ ォ

ー ラ ムの開催 (県民活動推進課)

0環境情報の収集 、 提供

環境情報の収集、 環境 白書の作成 ･ 配布。

(環境政策課)

【 2 県民 事業者 行政の

自 主的取組の推進 】

( 1 ) 環境に配慮 した ラ イ フ ス タ イ ルの確立

0省資源 ･ 省エネルギー運動推進事業

省資源 ･ 省エネルギー運動 を推進す る た め 、

次の事業を行っ た。

消費者団体 、 事業者及び行政等で構成す

る ｢鳥取県地球環境問題連絡会議｣ の開催

｢ エ コ キ ャ ラ バ ン ｣ を 県 内 5 箇所で開催

(参加数延べ 3 1 0 名 ) (環境政策課)
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鳥取県環境推進

I S O 1 4 0 0 1 認 。正取得企業は 、 県の

取 り 組み と 連携 し なが ら 、 県内 の事業所に

お け る環境活動の一層 の普及を図 る た め 、

鳥取県環境推進企業協議会を平成 1 3 年 1

2 月 1 1 日 々こ 設立 した 。

2 1 世紀は 、 環境の世紀 と 言われ、 資源

の枯渇 と 地球温暖化の激化が予想 さ れてお

り 、 環境管理シス テ ム の導入が求め られて

い る 。 こ の よ う な状況の 中 、 鳥取県内では

平成 9 年 9 月 に 、 最初 の企業が I S O 1 4

0 0 1 の認証を取得 し た こ と に続き 、 平成

1 4 年 1 2 月 ま でに 5 7 事業所が取得 し 、

環境保全活動に取 り 組んでき た 。

こ の ｢鳥取県環境推進企業協議会｣ は 、

企業相互の 情報交換、 今後環境活動を推進

し よ う と する企業への支援及び行政や消費

者 と 連携 した グ リ ー ン購入や環境教育への

関与 を通 じて 、 地域を リ ー ドす る と と も に

企業協議会

環境立県に貢献 し よ う と す る も ので 、 鳥取

県版環境管理システ ム審査業務 、 I S O 1

4 0 0 1 初心者セ ミ ナー及び現地研修会 、

I S O 1 4 0 0 1 フ オ ー ラ ム 、 グ リ ー ン購

入フ ォ ー ラ ム 、 情報交換会等を県 と 連携 し

て実施 して い る 。

(鳥取県環境推進企業協議会総会)

鳥取環境大学学生サークル環境部の取組

鳥取環境大学の 開学の約 1 ヶ 月 後 、 平成

1 3 年 5 月 1 6 日 に 、 学生サー ク ル ｢環境

ボ ラ ンテ ィ ア ｣ と 学生サー ク ル ｢鳥取の環

境問題を考 え る 会 ｣ が合併 し 、 学生サー ク

ル ｢環境部 ｣ が誕生 した 。

｢ 環境部 ｣ は 、 産廃班 、 広報班 、 植生調

査班 、 環境教育班 、 環食班 (環境にや さ し

い食事を考 え る 班 ) 、 環境測定班 、 鳥取企

業の環境問題 を考 え る 班で構成 さ れて お り 、

砂丘 の ごみ拾い 、 棚 団 ボ ラ ンテ ィ ア な ど の

ボ ラ ンテ ィ ア 活動 を始 め 、 地元小学校児童

に環境教育 を実施す る な ど 、 地域に根 ざ し

た活動 を行 っ て い る 。

ま た 、 鳥取環境大学学祭で フ リ ーマ ーケ

ッ ト を 開催 し た り 、 2 0 0 1 環境国際 シ ン

ポ ジ ウ ム や環境に配慮 した イ ベ ン ト で あ る

名 球会等 の環境イ ベ ン ト に ス タ ッ フ と し て

参加 した り す る な ど 、 幅広い範囲で環境へ

の取組み を実施 し て い る 。

さ ら に 、 こ の よ う な 国 内 にお け る 活動だ

けで は な く 国際的な視点 を養 う た め 、 中

国北京へ渡航 し視察を行っ た り す る な ど 、

世界 の環境事 情 を 見聞す る こ と に も 取組ん

でい る 。

今後 、 こ の よ う な細やか な点 に も 気が届

く 地域 を意識 し た視点 と 大 き な流れ をみ る

国際的 な視点 を兼ね備 え た人材が 、 環境立

県 を 目 指す鳥取県 の地域や行政 、 企業等 あ

ら ゆ る 場で活躍す る こ と が期待 さ れ 、 鳥取

県の基盤 と な っ て い く こ と が望 ま れ る 。
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場か ら 、 県の各機関が省資源 ･ 省エネルギー【 3 行政の率先行動及び

I S O 1 4 0 0 1 の推進 】 ごみの減量化 な ど 、 環境に配慮 した事務 を率
先 し て実践す る行動計画 と し て 、 平成 1 1 年

0環境にや さ し い県庁率先行動事業 3 月 に策定 し た ｢環境にや さ し い県庁率先行
県内 にお け る 大規模な事業所 消費者の立 動計画｣ を実践 した。 (環境管理推進課)

表2‐ 1 8 環境に優 し い県庁率先行動計画の数値 目標
　 　 　 　
1

平 成 1 4年 鷹 鳥取 県ゲ l i 一ン購入圏達方針に定める特定調達品 目 ごとの圏達 目標値とお り とする 。

　　　　　　　　　　　　　　　
事務の実施に伴い排出 される可燃ごみについて 、 リサイクル等によ り現況の発生量から50%以上削減す

1 、 ′ 1 0 旦か 、 6 1 6

表2‐ 1 9 グ リ ー ン購入の推進

紙類 1 00%
( ト イ レッ トペーパー除く ) 9 8%

( トイ レッ トペーパー) 1 00%

( トイ レッ トペーパー除く ) 9 9 6 %

( トイ レッ トペーパー) 9 6 9 %

納入 E 刷物 1 0 0% 9 8% 9 6 3 %

文鼻 類 1 00% 1 00% 9 8 6%

事務用 箋器類 1 00% 鷲 0 0% 9 5 4%

OA右 器 1 00% 1 00% 9 9 6 96

家電 拓□。 1 00% ｢ 1 00% 9 6 5%

昭 ロリ 1 00% 1 0 0% 9 8 3%

自 壊 車 8 5% 8 0% 6 6 7 %

制 服 ･ ′ 乍業服 1 00% 1 00% 9 8 8%

インア j ア ･ 寝袋 1 00% 1 0 0% 9 5 6%

作業用手袋 1 0 0% 1 0 0% 8 8 1 %

設備 電力 供給シスアム 1 kw
電力 供給シスアム 1 o kw 、 20 kw
熱供給システム 22 9 2平方メート
′ し

電力 供給シスアム 1 o kw 、 20 kw
熱供給シス丁ム 2 2 9 2平方メート
′し

公共工事

調達実績 (特定調達品
目 及び代用 品 ) の把握
‘ ~努め 、 1 5年度以降の
目 標を設定する 。

調達実績の把握し努める 。
特定調達品 目 の 調達数量の把握
し努めた 。

役務
エコ車両整備40台
省エネルギー診断1 件

エコ車両整備3 8台 42台

○グ リ ー ン購入への取組

平成 1 3 年 7 月 に 、 ｢鳥取県グ リ ー ン購入基 ･ 対象範囲 県のすべて の機関 ( 2 2 5 機
本方針｣ を策定 し 、 県 にお け る 物品等の 調達 関)

に 当 た っ て は 、 環境配慮商品 を優先購入 し た。 ･ 推進体制 : ｢環境にや さ しい県庁率先行動
1 対象分野 ･ 対象範囲等 計画｣ と 同様 と する 。

基本的 に は 、 従来 、 物 品購入で考慮 して 2 平成 1 3 年度の取組

き た価格や品質に加 え 、 環境負荷の低減を 1 4 分野 、 1 3 1 品 目 につい て判断基準

考慮する 。 を作成 し 、 分野 ご と に調達 目 標 を設定 し て
･ 対象分野 1 4 分野 取組んだ。 (環境管理推進課)

表2‐20 平成1 3年度重点調達物品 と 目標 実績

紙≧
-

コ ピー用紙 、 トイ レ ッ トペーパー等 9 9 8% 9 9 3 %

文 . 箋

-

シャープペン 、 の り 等 7 7 1 0 0% 9 8 6 %

E笙 も -も ; ･程 笙国費覇 いす 、 机 、 棚等 8 1 0 0% 9 5 4%

OA 】 趨 き 二 コ ピー機 、 電子計算機等 7 1 0 0% 9 9 6 %

-1-

孵･ 朝

! - 1

朝 蛍光 灯照明器具 、 蛍光管 2 1 0 0% 9 8 3%

1一一缶
! - 1

｢ ･｢ ･ ′ 乍業服 制服 、 作業服 2 1 00% 9 8 8%

一メー･作ぎ: ; ≦
曜

拝
三

三 袋 作業用手袋 1 1 0 0% 88 1 %

亘理

公突

:認l z

突 盂盂 辱 パー丁イクルポー ド 、 再生 骨材等 = 注2

2件

1 0 0%

。十

‘ z

｣ 乙 うり" 手

エコ車到鞆設備
。十 1 3 1 品 目

1 0 0%

、 覇 丸 R 2 0 kWの 、 ' コ ン スア

衛生研究所2 2 9 2 平方 メー トルの太陽熱利用 シスアム
注2 鳥取 県公共事業環境配慮指針の 運用 し合わせ積極約 し推進し 、

平成 1 3年度は調達実績の把握し努め 、 次年度以降 目 桿を設定する 。

5 5
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0県庁 I S O 1 4 0 0 1 認証取得事業

平成 1 3 年 1 2 月 2 1 日 に企業局 、 病院局 、 ② 環境基本計画に沿っ た環境施策の推進

教育委員会事務局 (以上 、 地方機関 を除 く ) 、 目 標達成 … 3 6 項 目

監査委員事務局 、 人事委員会事務局 、 地方労 目標未達成 … 6 項 目

働委員会事務局 、 県議会事務局 を対象範囲 に ③ 公共事業等事業実施にお け る 環境配慮
加 え 、 拡大認 。正取得 し た (平成 1 2 年度 当該 の推進

事業対象範囲 本庁知事部局のみ) 。 ④ 法規制 にかか る項 目 は全て 良好に管理
( 1 ) 取組状況 されて いる 。 (環境管理推進課)

① オ フ ィ ス活動

県庁舎内 にお け る 事務 ･ 事業 に伴 う グ

リ ー ン購入の推進 、 二酸化炭素発生量の

削減 、 ごみの減量化 を 目 標 に設定 し 、 活

動を実施 した。

表2‐2 1 二酸化炭素排出量の削減

　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　
l l l事務の実施や庁舎管理に伴い排出され 5%以上削減 * 8 . 8%減

る二酸化炭素の削減率
* 平成 1 3年4月 ~平成 1 3年4月 予測発生量に対しての増減率

表2‐22 二酸化炭素の 1 3年度予測発生量 と 発生量の比較

消費量 4,400 1 3 6 30 , 83 7 1 7 2 07 1 1 07 7 6 9 8 , 49 5 64 , 59 6

C02予測量(k盛 1 , 7 8 9 , 7 7 3 2 9 ,42 1 4 1 6 ,46 1 2 1 2 , 5 5 9 1 7 , 643 1 8 5 ,8 5 7 2 , 6 5 1 , 7 1 4

C0 2発生量(kg) 1 , 6 7 6 ,452 1 8 , 1 94 3 9 1 , 3 4 1 2 54 ,206 2 2 ,464 5 6 , 65 7 2 ,4 1 9 , 3 1 4

発生量-予測量 1 1 3 ,3 2 1 = , 2 2 7 2 5 , 1 20 4 1 , 647 4 , 8 2 1 1 2 9 , 200 232 ,400

表2‐23 ゴ ミ の減量化

‐ 霊園目曲曲踵豊三薑弼理証隣誕.離出1
I事務の実施に伴い排出される可燃ゴミの削減a 7 2%以上 1 8 6 . 1 % * * I

* * 平成 1 0年4月 ~平成 1 1 年3 月 のゴミ発生量に対しての削減率

表2‐24 平成 8 年度 と 平成1 2年度及び平成1 3年度対比 (金額単位 円 )

都市ガス 重油 ガン ′ ン

( m 3 ) “‘ ) “‘ )

平成8年度使用量 ① 4 9 1 0 8 87 47 6 5 o o 1 3 9 9 83 49 ,86 6 8 0 ,8 5 5 6 6 72

平成1 2年度使用量 ② 4 690 404 0 2o 1 843 0 37 n o 90 034 1 2 5 8 1

平成1 3年度使用量 ③ 4 4oo 1 36 o 1 7 2 07 1 0 30 837 1 07 7 6 9 8 49 5

増減量 ④ (③-②) 290 2 68 0 29 7 7 2 0 6 27 3 1 7 7 3 5 4 086

増減率 ⑤ 6 2% 1 4 8% 1 6 9% 1 9 7% 3 2 5%
(対 1 2年度比)

; 1 ) 平 8 又以 の県 丁 割｣ 、 【 る工 ･ル ー 造の ′ 、 己 み 。
注2 ) 鳥取県庁ISO 1 400 1 の 目標数値等が平成8年度実績を基礎として算出 しているため 、 平成8年度実績とも比較した 。
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5 7

環境にやさしいイベン トのチ ャ レンジ

鳥取県東部広域行政管理組合では 、 平成

1 3 年 9 月 2 2 日 、 2 3 日 に 、 ｢環境にや さ

し いイ ベ ン ト への チ ャ レ ン ジ ｣ を テ ーマ に

東部広域新世紀記念事業 ｢宝 く じ ス ポー ツ

フ ェ ア “ あ な た の ま ち に名 球会がや っ て く

る ! 因 幡の 国大会 ｣ を 開催 し た 。

日 本プ ロ 野球名 球会に よ る 親善試合 、 指

導者研修会 、 少年野球教室が行われ 、 青少

年の健全な育成 と 長寿社会に対応 し た明 る

い ま ち づ く り に貢献す る と と も に 、 環境に

や さ し い大会 と す る こ と に よ り 、 参加す る

青少年及び来場者等に環境問題に対する 認

識 を深め て も ら い 、 当 該事業の趣 旨で あ る

青少年の健全な育成につ な げた 。

環境にや さ しい取組みの内容 と し て 、 エ

コ 商品 の使用 等の ｢ グ リ ー ン購入の推進｣

リ サイ ク ル可能な食器の使用 、 使用 済み割

り 箸の回収 ･ 再利用 、 ごみの持 ち帰 り 、 会

場での ごみ分別収集等の ｢廃棄物 の減量化 ｣

冷暖房の適正温度管理 、 来場者等への公共

交通機関 シ ャ ト ルバス ･ 自 転車 ･ 徒歩等

の依頼の ｢二酸化炭素排出量の 削減 ｣ を実

施 し た 。

現在 、 こ の事業 を は じ め と し 、 鳥取県が

主催 ･ 後援す る すべて の事業 、 イ ベ ン ト 等

において 、 ｢環境にや さ しいイ ベ ン ト ｣ が テ

ーマ と し て取 り 入れ ら れて い る 。

や な

　 　　

県内市町村の I S O す 4

西伯町は 、 平成 1 3 年 1 2 月 2 1 日 に 、

環境管理 の 国際規格で あ る I S O 1 4 0 0

1 を 認 。正取得 し 、 県 内初の 認。正取得市町村

と な っ た 。

西伯 町は 、 平成 1 1 年 か ら 町の方針 と し

て あ げて き た ｢エ コ タ ウ ン さ い は く ま ち づ

く り ｣ の 実現の た め 、 環境方針を ｢ 町の恵

み豊かな 自 然 を背景に 、 ｢環境 ･ 福祉｣ を施

策 の 中 心 と し た人 と 自 然 と 文化 のふれあ う

『 田 園文化都市』 を 目 指す ｣ と し 、 オ フ ィ

ス 活動 の省エネ ･ 省資源化 を 目 指す と と も

に 、 環境施策や環境保全 に資す る施策 ( 下

水道普及事業 、 1 0 0 年の森構想事業等 )

に も 環境管理 シス テ ム を適用 し 、 進捗管理

す る と し てい る 。

ま た 、 1 2 月 2 7 日 に は 、 郡家町が 、 環

境方針を ｢ふ る さ と の よ り よ い環境 を創造

し 、 次の 時代 を生 き る 子孫 に誤 り の ない町 、

こ お げ “ を 引 き 継 ぐ た め ｣ と し 、 I S O

1 4 0 0 1 を 認 。正取得 し た 。

0 0 す 。忍証取得、 進む

郡家町は 、 地域の環境保全 と 創造に 向 け

で き る こ と か ら 率先 し て行動 し 、 環境問題

の改善に 向 け た継続的 な取組み を推進す る

と し てい る 。

職員 の意識改革 と 作業能率のア ッ プ 、 コ

ス ト の削減に加 え 、 自 治体 自 ら が率先 し て

環境 に配慮 し た行動 を と る こ と に よ り 、 地

域住民に対 し て環境保全への意識の浸透 を

図れ る こ と か ら 、 国際規格 I S O 1 4 0 0

1 の 忍 。正取得に取組む 自 治体が増 え て き て

い る 。

　　　　　　　　　　



【 4 普及啓発 ･ 広報 】

0 ｢環境 フ ェ ス タ 2 1 & ほ う き リ サ イ ク ル フ

ェ ア ｣ の開催

環境問題 を県民が共通認識 し 、 環境に対す

る 取組みの機運を高 め る こ と を 目 的 と し て 、

県民参加の ｢環境フ ェ ス タ 2 1 & ほ う き リ サ

イ ク ルフ ェ ア ｣ を開催 した。

時 期 平成 1 3 年 1 0 月 7 日

場 所 倉吉未来中心 (倉吉市)

内 容 こ ど も エ コ ク ラ ブ活動発表会 、

グ リ ー ン購入 フ ォ ー ラ ム 、 リ サイ ク ルマ

ーケ ッ ト 、 グ リ ー ン商 品 フ ェ ア 、 エ コ 体

験 コ ーナー 、 低公害車展等

(環境管理推進課)

0 こ ど も エ コ ク ラ ブ発表会及 びエ コ キ ヤ ン プ

の開催

県内 の こ ど も エ コ ク ラ ブの子供た ち を 中心

に 、 環境について理解を深め る た め 、 エ コ キ

ャ ンプを開催 した。 ま た 、 ｢環境フ ェ ス タ 2 1

& ほ う き リ サイ ク ル フ ェ ア ｣ に おい て 、 身近

な環境活動 に取 り 組む県内の こ ど も エ コ ク ラ

ブの活動の成果を発表す る こ ど も エ コ ク ラ ブ

活動発表会を開催 した。

こ ど も エ コ キヤ ン プ

時 期 平成 1 3 年 7 月 2 4 日 (火)

~ 2 5 日 (水 )

場 所 わか さ 氷 ノ 山高原の宿

｢響き の森｣ (若桜町つ く よ ね)

参加者 児童 ･ 生徒 4 9 名 、

指導者 1 2 名

こ ど も エ コ ク ラ ブ活動発表会 (環境フ ェ ス

タ 2 1 & ほ う き リ サイ ク ルフ ェ ア と 共催)

時期 平成 1 3 年 1 0 月 7 日 ( 日 )

場所 倉吉未来中心

参加 ク ラ ブ数 7 ク ラ ブ

｣ ど も エ コ ク フ ブ発表会

(環境管理推進課)

0環境美化対策推進事業

9 月 及び 1 0 月 を環境美化促進月 間 と し て 、

ヘ リ コ プタ ーか ら ポイ 捨て禁止 を 呼びかけ

た。 (循環型社会推進課)

0 ｢伝 え た いふる さ と 鳥取の景観｣ 保全 継

承事業

(第 2 部第 3 章第 1 節の 3 ( 1 ) 参照)

(景観 自 然課)

0 と っ と り ア ジ ェ ンダ 2 1 普及啓発事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照 )

(環境政策課)

0環境の 日 及び環境月 間

｢環境の 日 ｣ 6 月 5 日 (環境基本法) 、 及び

｢環境月 間 ｣ 6 月 に 、 事業者及び国民の 間 に

広 く 環境の保全について 関心 と 理解 を深め る

と と も に 、 積極的 に環境の保全に関す る 活動

を行 う 意欲 を高 め る た め 、 本県 において も 、

市町村及び各種関係団体の協力 の も と に各種

行事を実施 した。

〔 県 レベルの事業〕

《氷 ノ 山 自 然観察会 》

野草観察 と 試食 、 登 山観察 、 野鳥観察 、 薬

用植物の観察 と 利用 、

《 月 間 中の廃棄物不法投棄防止対策 》

関係機関 と一体 と な っ た不法投棄防止対

策を実施。

① 合同研修会

② 連絡協議会の開催

③ 関係機関 と の合同パ ト ロ ール

④ 広報活動

〔市町村の事業〕

よ な ご し環境フ ェ ア 2 0 0 1 ( 6 月 1 0 日 、

米子市児童文化セ ン タ ー 、 米子市主催) の ほ

か 、 各市町村において環境美化運動 、 資源回

収等が行われた。 (環境政策課)
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0地球温暖化防止月 間及び大気汚染防止推進

月 間

平成 1 0 年 6 月 に制定 さ れた ｢地球温暖化

防止対策推進大綱 ｣ に よ り 、 毎年 1 2 月 は 、

｢ 地球温暖化防止月 間 ｣ と し て 、 全国で地球

温暖化防止 に 向 け た広報 ･ イ ベ ン ト が実施 さ

れて い る 。 本県で も ｢ ア イ ド リ ン グ ･ ス ト ッ

プ｣ 地球温暖化防止のた め の身近な取組

と し てテ レ ビス ポ ッ ト ( 3 0 秒 ) 広報を実施

した。

ま た 、 業界での 自 主的取組の推進 、 取組状

況の進行管理等を図 る 目 的で 、 鳥取県地球温

暖化対策推進連絡協議会を開催 した。

(環境政策課)

第 2 節 環境教育 、 環境学習の推進 I

【 1 環境教育 ･ 学習体制の整備 】

( 1 ) 環境教育 ･ 学習 リ ーダーの養成

0 自然観察指導員設置事業

自 然体験教室等で 自 然体験プ ロ グ ラ ム を企

画 、 実施す る 指導者を養成す る た め 、 自 然体

験 リ ー ダー養成 実践講座を実施 し 、 延べ 1

9 人が参加 した。 (景観 自 然課)

0環境教育推進事業

･ 環境教育 ･ 学習指導者研修会の開催

県内の ｢ こ ど も エ コ ク ラ ブ ｣ な どの環境

教育 ･ 学習 団体指導者を対象に東部 ･ 中部

･ 西部の健康福祉セ ン タ ーで研修会 を 開催

し 、 環境観測キ ッ ト の使用方法の講習会を

行っ た。

･ 5 月 2 4 日 (木)

東部健康福祉セ ン タ ー (西田真哉氏)

5 月 2 9 日 (火)

米子 コ ンベンシ ョ ンセ ン タ ー

(川 島憲志氏)

5 月 3 0 日 (水 )

中部健康福祉セ ン タ ー (小川雅由氏)

と っ と り 環境教育 ･ 学習 ア ドバイ ザー制

度の創設

環境分野において活動 し て い る 方 々 を 、

と っ と り 環境教育 ･ 学習 ア ドバイ ザー と し

て登録 し 、 こ ど も エ コ ク ラ ブや学校 、 公民

館等か ら の要請に応 じ て現場に派遣 し 、 体

験型及び実践型の環境学習 のサ ポー ト を行

っ た。

平成 1 3 年度実績 登録人数 2 3 名

派遣回数 3 1 回

(環境管理推進課)

( 2 ) 環境教育 学習推進ネ ッ ト ワ ー ク の整

備

○ ｢鳥取県環境教育 学習推進会議｣ の開催

｢ 鳥取県環境教育 ･ 学習推進会議｣ を 開催

し 、 有識者 ･ 環境保全団体 ･ 環境学習指導者

等か ら 、 環境教育 ･ 学習ネ ッ ト ワ ー ク の設立

に向 けて幅広い意見を頂いた。

(環境管理推進課)

0県立青少年社会教育施設整備事業

と っ と り 出合い の森敷地内 に整備 を 目 指 し

てい る東部地区施設の基本設計を実施 した。

(生涯学習課)

0 自然科学館管理運営事業

大 山 自 然科学館及び山陰海岸 自 然科学館の

管理運営 を行っ た 。 ( それぞれ 、 (財) 自 然公

園美化管理財団及び岩美町に委託)

(景観 自 然課)

( 3 ) 環境教育 学習関連の情報システム 、

教材の整備

0環境観測キ ッ ト の整備 ･ 貸出

各保健所 、 衛生研究所に簡易水質観測キ ッ

ト 、 大気観測キ ッ ト を整備 し 、 貸出 を行っ た。

(環境管理推進課)

【 2 環境教育 学習活動の推進 】

( 1 ) 環境教育 学習の推進 、 環境保全活動

の支援

0環境教育の学習体制の整備

環境や 自 然を大切 にす る 心 を育み 、 環境保
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全や 、 よ り よ い環境の創造の た め に主体的に

行動で き る 態度 と 能力 を育成す る た め 、 環境

教育を学校の教育活動の 中 に位置付け 、 環境

教育 ･ 学習 を推進す る た め の体制の整備 を し

てい る 。

ア 小中学校にお け る取組

(ァ) 環境教育の全体計画作成状況

表2-25 (平成1 3年度 )

校種 東 中 西 。十 東 中 西 。十 東 中 西 。十

　　 　　　　 　 　
　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ス 一 I ′小･ l i l ピ コ l l - ‘ 、 - 1 l ヒコ ー l I . - I l
小学校 55 1 6 5o 1 2 1 5 7 3 1 5 9 1 0 7 26

中学校 1 0 3 8 2 1 6 6 7 1 9 8 3 9 20

(私立小学校を含む)

( イ ) 特色の あ る環境教育実践活動

表2‐26 (平

共施長 ･ 場所の美化活動 85 3 5

別収集な どの実施 36 5

サイ ク ル等資源の有効活用 69 1 3

花な どの栽培 77 20

川等の水質調査 、 森林等の圀査活動 46 1 8

域の文化や 自然の観察 45 7

発 広報活動 28 1

動物 と の触れ合い 飼育 14 O

金活動 5 2

(私立小学校を含む)

(県教育委員会小中学校課資料)

(平成 1 3年度 )

環境教育について指導。

課題研究におけ る取組

酸性雨の測定 、 土壌の分析 、 湖 山池水質

･ 生態調査 、 ア イ ガモ農法に よ る 無農薬

米栽培等

(イ ) 生徒会活動 、 特別活動を利用 した生徒の

自 主的な環境美化活動

地球環境問題について の意見交換 、 小 。命

文な どの取 り 組み

ゴ ミ 分別の処理

リ サイ ク ル (故紙 、 牛乳パ ッ ク 、 割 り 箸 、

廃油等) に 関する体験的学習の推進

ボラ ンテ ィ ア活動で駅な どの清掃

グ リ ー ン購入

目 作劇に よ る 啓発活動

有志に よ る ス タ ー リ ン グエ ンジン製作

( ウ ) 環境に関する 学科、 コ ース 、 系列の設置

表2‐27 (平成 1 3年度 )

鳥取湖陵高等学校 人間環境科

鳥取工業高校 都市環境科

青谷高等学校 総合学科 ( 自 然科学系列)

智頭農林高等学校 環境科学科

倉吉工業高等学校 環境建設学科

米子高等学校 総合学科 (環境科学系列)

米子南高等学校 生活文化科 (環境文化 コ ース )

日 野高等学校 総合学科 (ア グ リ フ イ フ系列)

イ 高等学校にお ける取組

(ァ) 各教科におけ る取組

地理歴史科 、 公民科 、 理科 、 保健体育科 、

家庭科 、 農業科 、 工業科 、 水産科な どで

(エ) 環境に関する特色あ る科 目

表2-28の と お り

表2‐28 (平成 1 3年度実施)

生活環境

地球環境

環境科学

日 野川水系

環境化学

環境工学

環境保全

フ イ ール ド ワ ー ク

環境 と 人間

1. r1■■喘割

家 庭

理 科

理 科

理 科

工 業

工 業

工 業

農 業

工 業

■■■ 封.玉玉子IE露嶺監事講珊凋I11l藍
青谷高等学校 (総合学科)

倉吉農業高等学校 (生活科学科)

鳥取西高等学校 (家庭科学科)

青谷高等学校 (総合学科)

米子高等学校 (総合学科)

米子高等学校 (総合学科)

鳥取工業高等学校 (化学技術科)

倉吉工業高等学校 (化学応用科)

米子工業高等学校 (材料化学科)

鳥取西工業高等学校 (建設シス テ ム科)

青谷高等学校 (総合学科)

倉吉工業高等学校 (環境建設科)
米子高等学校 (総合学科)

倉吉工業高等学校 (環境建設科)
青谷高等学校 (総合学科)

日 野高等学校 (総合学科)

鳥取工業高等学校 (都市環境科)

鰹一理酬■謹
生活環境 家

(県教育委員会高等学校課資料) (小 中学校課、 高等学校課)
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0環境教育 ･ 学習の推進

ア 環境教育 ･ 学習 を推進す る た め 、 次の

事業を行っ た。

環境観測 キ ッ ト の使用方法や環境学習 プ

ロ グ ラ ム を ま と めた ｢鳥取県環境教育学

習情報ガイ ドブ ッ ク (第 2 版) ｣ を作成 し 、

市町村、 小中学校等に配布 した。

環境教育 ･ 学習 の よ り 一層 の推進を 図 る

た め 、 小学校高学年を対象 と した環境副

読本 ｢地球温暖化っ て な あ に ｣ を作成 し 、

県 内小学 6 年生全員 、 市町村等へ配布 し

た。 (環境管理推進課)

イ 水生生物か ら みた水質調査

水生生物の種類を調べ る 事に よ り 、 そ の

水域の水質を判定する調査を実施 した。

調査マ ニ ュ アル を各小 中学校に配布 し た 。

調査参加者 を募 り 、 1 4 団体が参加 し県

内河川で嗣査を実施 した。

結果は と り ま と め て 、 環境省へ報告を行

っ た。 (環境政策課)

0児童生徒に よ る ｢ふ る さ と ク リ ー ン ･ ク リ

ー ン活動｣ 事業

すべて の公立学校の児童生徒が全県公園化

週間 の期間 中 、 学校が所在す る 市町村の海岸 、

河川 、 公園 、 道路な どの清掃活動を行っ た。

平成 1 3 年度実績 :

参加学校数 2 6 0 校

(国立 ･ 私立学校含む)

参加人数 6 3 , 8 6 8 人

( P T A等 も含む)

(小 中学校課、 高等学校課)

○エ コ 普及活動支援事業

環境保全団体等が実施する 環境に 関す る 普

及啓発活動に対 して補助を行っ た。

平成 1 3 年度実績 補助団体 1 1 団体

補助額 2 , 6 1 9 万円

(環境管理推進課)
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重点 プ ロ ジ ェ ク ト 6

｢環境に配慮 した ラ イ フ ス タ イ ル｣ 指標か らみた進捗状況

鳥取県環境教育基本方針に基づ き 、 環境教

育 ･ 環境学習拠点のネ ッ ト ワ ー ク の整備等を

通 じ て 、 県民全体の ラ イ フ ス タ イ ルを環境に

配慮 した も の に転換する こ と を 目 指す。

0 こ ども エ コ ク ラ ブ参加者数

『 こ ど も エ コ ク ラ ブ』 は 、 平成 1 4 年 3 月

現在 、 5 7 ク ラ ブ ･ 7 9 5 名 に達 してい る 。

県民一人ひ と り が環境への理解を深め 、 環

境への負荷の少ない ラ イ フ ス タ イ ルに転換 し

てい く た め に 、 環境教育の重要性はますます

高ま っ て い る 。 特 に 、 こ ど も の 頃か ら の環境

学習 は大切であ り 、 指導者の育成 、 団体間 の

ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 及び資機材の整備な どの

活動支援を今後 と も進めてい く 必要があ る 。

※ こ ど も エ コ ク ラ ブ ･ 環境省主催の環境活動

に取組む小中学生の ク ラ ブ

※ ア ジ ェ ン ダ…一般的 に持続可能な社会構

築のための具体的行動指針の こ と をい う 。

※ ア ジェ ンダ等策定市町村数… ロ ーカルア ジ

ェ ン ダ 、 率先行動計画等の策定を行 っ てい る

市町村数 と した。

0エ コ シ ョ ツ プ認定店数

エ コ シ ョ ッ プ認定店数について は 、 平成 1

4 年 3 月 末の認定件数で 1 9 0 件 と な っ て い

る 。 平成 1 0 年 5 月 に設置 し た ｢エ コ シ ョ ッ

プ協議会 ｣ の活動等 を と お して 、 さ ら に浸透

を図 っ てい く 必要が あ る 。

500

※ エ コ シ ョ ッ プ ごみの減量化や リ サイ ク ル

に積極的に取組む小売店をエ コ シ ョ ッ プ と し

て認定 し 、 県民 と 事業者の協力 に よ る ごみの

減量化 リ サイ ク ルの推進を 目 指 した制度

0ア ジ ェ ンダ等策定市町村数

環境に配慮 し た ラ イ フ ス タ イ ルづ く り を計

画的 に進め よ う と す る 市町村が大幅に増加 し

た。

即
鱒

30
20

m

ヒコ クフブ数

　　

39

23

　　 　　

1 0 警

れ 6

　

　

1 9 0

　　　 　　　
46
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第 5 章 地球環境保全に向 けた活動の推進 と 国際交流

地球温暖化 、 酸性雨 、 オ ゾ ン層 の破壊な ど

地球環境が危機に さ ら さ れてお り 、 地球環境

の保全は人類共通の課題であ る 。 本県は 日 本

海に面 し 、 環 日 本海諸国の陸域 、 河川や船舶

か ら の負荷 を受 けやすい位置に あ る た め 、 県

内 の対策のみな ら ず 、 国際的 な共同取組みを

積極的 に行 う 必要が あ る 。 こ の た め 、 地球環

境問題に関す る 県土への影響について研究を

推進す る と と も に 、 経験 と 技術を活用 しつつ 、

国や他の地方公共団体 、 大学等 と の連携の も

と 、 持続的発展を 目 指 し て地球環境問題に取

組む。

【 1 地球温暖化防止対策の推進 】

( 1 ) エ ネルギーの節約 、 効率的な利用 の推

進

0省資源 ･ 省エネルギー運動推進事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照 )

(環境政策課)

0環境共生住宅推進事業

環境共生住宅 (地球環境を保全す る た め 、

省エネルギー ･ 省資源 ･ 廃棄物処理の こ と な

ど を 考えた 自 然環境 と 詞和 し た住宅及び周辺

環境 ) の 実施設計 ( 県 営住宅 夕 日 ヶ 丘 団 地

(仮称) 第 2 工区 第 3 工区) を行っ た。

(住宅環境課)

0住 ま いづ く り 2 1 推進事業 (環境共生住宅

シ ッ ク ハウスの研修)

(第 2 部第 1 章第の 5 参照)

(住宅環境課)

0環境共生モデル住宅団地整備事業

環境 と 共生す る 住環境 、 住宅 、 住生活 を普

及 ･ 啓発す る た め 、 エネルギー 、 資源 、 廃棄

物等の観点か ら ｢環境への負荷の低減｣ ｢周辺

環境 と の覊和｣ ｢居住環境の健康 ･ 快適性｣ を

目 指 し た人や地球にや さ し いモデル団地 を整

備 してい る 。

平成 1 3 年度実施内容 : 環境共生市街地

モデル事業赤碕団地造成工事実施

(住宅環境課)

( 2 ) 新エ ネルギー 、 未利用 エ ネルギーの利

用の推進

0新エネルギー導入促進事業

新エネルギー につい て の理解を深め 、 そ の

積極的な導入を推進 した。

ア 市町村への補助

風力発電の設置に取 り 組んでい る 泊村に対

し補助金を交付

イ 新エネルギーフ ェ アの開催

新エネルギーに 関す る パネルデ ィ ス カ ッ シ

ョ ン 、 展示

時 期 平成 1 3 年 8 月 1 7 日 (金)

~ 1 8 日 (土)

場 所 米子産業体育館

参加者 約 1 5 0 0 人

ウ 太陽光発電シス テ ムの導入

県庁前緑地に太陽光発電シス テ ム ( 1 o

k w) を設置

エ ク リ ー ンエネルギー 自 動車の導入

天然ガス 自 動車を 1 台導入

(産業開発課)

0風力発電開発調査事業

県内 3 ヶ 所 (鳥取市港町 、 赤碕町竹内 、 名

和町神 田 ) で風力発電開発の た め の適地澗査

(風況観測) を行っ た。 (企業局電気課)

( 3 ) 車利用の見直 し と 低公害車の導入

0ノ ーマ イ カ ーデー運動の推進

バス や鉄道な ど に比べて 1 人 当 た り のエネ

ルギー消費量や二酸化炭素排出量が多い 自 家

用車の利用 を控え 、 公共交通機関な ど を利用

す る こ と に よ り 、 環境への負荷を減 ら す と と

も に 、 公共交通機関 を維持す る こ と な ど をね

ら い と し て 、 毎月 第 1 , 第 3 水曜 日 を ノ ーマ

イ カ ーデー と してい る 。

当 初 、 県 、 市町村 、 従業員 5 0 0 名 以上の

大規模事業所を 中心に取組んで き た が 、 平成

1 1 年度か ら は こ の運動 を全県的な取組み と

すべ く 、 様 々 な メ デ ィ ア を通 じ た幅広い P R

活動や各種団体への協力要。青 を行っ てい る 。

(交通政策課)

0時差出勤への取組

交通渋滞緩和 に伴 う 環境負荷低減に寄与す

る た め 、 鳥取都市圏の交通渋滞緩和策 と し て 、

民間企業の協力 を得て時差出勤の試行を実施

し た 。 そ の結果 、 交通渋滞緩和施策 と し て有

効な結果が示 された。
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時期 . 平成 1 3 年 1 0 月 2 2 日 (月 )
~ 1 1 月 2 日 (金)

参加者 : 約 2 , 4 0 0 人

3 0 分時差出勤の結果 ;

平均渋滞長 L = 4 5 7 m→ 2 2 3 m

(削減率 5 1 % )

平均通過時間 T = 4 分 1 2 秒

→ 1 分 3 5 秒 (削減率 6 2 %)

(都市計画課)

0低公害車の導入促進

環境政策揉に導入 し たハイ ブ リ ッ ドカ ー を

活用 し 、 展示や利用 を通 じて普及を図っ た。
ま た 、 県 内 にお け る 低公害車の普及 につい

て は 、 平成 1 3 年度は 2 9 3 台 と 前年に比べ

1 1 3 台増加 して い る 。 今後 も 、 各社の参入

に よ る 価格の低下に加 え て 、 税制優遇措置の
充実な ど も あ り 、 一層普及が進む も の と 思わ

れる 。 (環境政策課)
県庁が購入 し た低公害車

間伐材の集材 ･ 出荷に対する助成

( 2 , 4 3 9 m3 )

共販市場に集荷 さ れた間伐材の選別仕分
けに対する助成 ( 1 1 , 0 1 2 m3)

山 土場での集荷の た め の取扱 に対す る 助
成 ( 4 , 2 5 0 m3 )

間伐材を市場等ま で搬出する経費に助成
( 3 4 , 2 1 2 翁

(林政県)

0造林事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 1 ( 2 ) 参照)

(森林保全課)

0森林計画樹立事業

森林施業 を計画的 に実施す る た め 、 県 内民
有林の森林資源及び伐採 ･ 造林等の実行状況
を調査 し 、 流域単位で地域森林計画の樹立及
び変更を行っ た。

･ 平成 1 3 年度実績

千代川地域森林計画の樹立

天神川地域森林計画の変更 (全国森林計
画変更に伴 う 計画量等の見直 し )

日 野川地域森林計画の変更 (全国森林計
画変更に伴 う 計画量等の見直 し)

(林政課)

0緑 ･ 木 と のふれあ い推進事業

(第 2 部第 1 章第 1 節の 2 ( 8 ) 参照)
(林政踝)

○ と っ と り ア ジ ェ ンダ 2 1 普及啓発事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照 )

(環境政策課)

0環境にや さ し い県庁率先行動事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 3 ) 参照)

(環境管理推進課)

( 4 ) 地域緑化の推進

○間伐材等搬出促進事業

間伐の団地化及び集荷促進の経費に助成す

る と と も に 、 森林整備に対す る 所有者の取組

みの喚起 と 原木の安定供給を図 る た め 、 集団
化等に よ る 間伐材等の伐採 、 搬出 に よ り 生 じ

た損失に対 して助成を行っ た。

･ 平成 1 3 年度実績 伐採 、 搬出 に よ り 生

じた損失に対する助成 ( 6 集落)

　　 　　 　 　 　

　　 　 　

　 　　

　

}＼＼ ジキド
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【 2 オ ゾ ン層保護対策の推進 】

0 フ ロ ン回収対策促進事業

平成 1 3 年 6 月 に成立 した ｢特定製品 にか

か る フ ロ ン類の回収及び破壊の実施の確保等

に関す る 法律｣ が段階施行 さ れてい る た め 、

関係事業に対 し て 、 説明会 を実施 し た (鳥取 、

倉吉 、 米子) 。 (環境政策課)

○紫外線調査

衛生研究所におい て地上での紫外線量の調

査を行っ てい る 。 (平成 1 0 ~ 1 4 年度)

(環境政策課)

【 3 酸性雨対策の推進 】

0地球環境汚染物質等調査 (酸性雨調査)

衛生研究所において 、 県下 4 地点で降水の

酸性度 と その原因成分の調査を実施 した。

ま た 、 全国公害研協議会第 3 次酸性雨調査

に参加 し 、 降水以外の ガス状物質等 も含 めた

全降下物 について 、 酸 性度及び成分を調査 し

た。

ま た 、 冬場に雪 と し て 降っ た酸性成分が蓄

積 ･ 濃縮 し て い る と 考え ら れ る 積雪中 の酸性

成分の分布 と 移動を追跡調査 した。

(環境政策課)

65

米子市循環バスの連行

米子市 は 、 平成 1 3 年 7 月 ~平成 1 4 年

3 月 に 実施 し た実験連行 に お け る 乗降調査 、

利用 者意識嗣査 、 市民ア ン ケ ー ト な ど の 各

種調査結果か ら 、 運行 コ ー ス な ど の運行サ

ー ビ ス を決定 し 、 平成 1 4 年 4 月 1 日 か ら 、

米子駅 、 大学病院 、 大型店舗な ど市内 主要

施設 を循環す る ｢ 米子市循環バ ス ( 愛称だ

んだ んバ ス ) ｣ の 運行 を 開始 し た 。

バ ス な ど の公共交通機関 は 自 家用 車に 比

べ 、 人 間 1 人 を運ぶた め に 必要 な エネル ギ ,

ー 量や二酸化炭素 の排 出量が少 な く 、 そ の .

利 用 促進が 求 め ら れて い る 。

米 子市循環バ ス は 、 市 民にバ ス の便利 さ

を理解 し て も ら い 、 ハ ス の 利用 者 を増や し 、 。

将来 に わ た り 路線 の維持 ･ 確保 に つ な げて

い く た め に 、 市 が 企画 、 広 報及びバ ス 停留

所の 設置な ど を行い 、 地元バ ス 事業者が バ

ス を 運行す る ｢共 同運行 ｣ の形態 を と っ て

運行 し て い る も の で あ り 1 周約 9 . 4 km 、

4 5 分 の コ ー ス を 2 5 分間 隔で平 日 2 5 便 、

土 日 、 祝 日 2 3 便で-方 向 へ循環運行 し

て い る 。

ノ ン ス テ ッ プ車両 の導入 、 停留所間 隔の

近 さ 、 ワ ン コ イ ン 料金 ( 1 0 0 円 均一料金 )

な ど の利便 性 に よ り 、 手軽 で 快適 な 市民 の

バ ス と し て 親 し ま れて お り 現在 、 一便 当

た り 約 2 0 人 の利 用 が あ る

こ の よ う な公共用 交通機 関 を利用促進す

る こ と に よ っ て 、 地球環境へ の負荷 を減 ら

す こ と が で き る と と も に 、 公共交通機関 を

守 る こ と が で き 、 さ ら に は 、 交通渋滞 を緩

和す る こ と や交通事故 を 防止す る こ と が で

き る と い っ た複合的 な 効果が得 ら れ る こ と

が予想 さ れ る



0生活環境部 ･ 農林水産部合同調査検討会

酸性雨等の鳥取県の生態系 ( 土壌 ･ 水系 ･

植生) 等環境への影響が危惧 さ れる 中 、 影響

の実態把握及び 。平価 ･ 予測 を 目 指 し 、 平成 1

2 年度か ら は 、 降水の モニ タ リ ン グ を 中 心 に

取組んでき た生活環境部 と 、 森林への影響を

中心 に取組む農林水産部 と で ｢合同 調査検討

会｣ を設置 し 、 両部共同 で取組む こ と と し た 。

(環境政策課 林政課)

0酸性雨等森林衰退対策事業

調査地点 を 2 か所 (岩美 ･ 国府町) 設定 し

て森林や樹木の衰退状況の把握を 引 き 続 き 実

施 した。

ま た 、 酸性雨が森林の衰退に及ぼす影響を

シ ミ ュ レー ト す る 健全化試験林の 澗査 を行い 、

横種 、 林況 、 立地環境に応 じ た具体的対策の

解明 に努めた。

･ 解明結果 .

( a ) 平成 1 3 年度は岩美町、 国府町に各 2

0 本の調査木を設定 し 、 観察を行っ た が

衰退は確認 さ れなかっ た 。 ま た 、 試験場

内で週 1 回雨水を採取 し 、 分析を行っ た 。

(b ) 健全化試験林では 、 人工酸性雨に よ る

影響は確認 されなかっ た。 (林政課)

【 4 環 日 本海諸国 と の連携強化 と 協力 】

0環境分野学術交流に関す る覚書締結 と 鳥取

県環境衛生学会

鳥取県 と 大韓民国江原道は 、 平成 1 3 年 8

月 2 3 日 に 、 鳥取県民文化会館において 、 環

境衛生分野にお け る 学術交流に 関す る 学術交

流に関す る 覚書を締結 した。

各機関 の研究者 、 行政担当者の交流 、 両地

域の環境衛生分野の調査研究 、 両地域の環境

衛生分野に 関す る 情報収集及び提供を促進す

る こ と 、 鳥取大学 、 鳥取環境大学 、 江原道大

学校の協力連携を得な が ら運営す る こ と 、 学

術交流の場 と し て 、 鳥取県 ･ 江原道環境衛生

学会 を隔年開催す る こ と を合意 し 、 第 1 回鳥

取県 ･ 江原道環境衛生学会を開催 した。

･ 日 時 平成 1 3 年 8 月 2 3 日 (木)

午後 1 時~午後 5 時 1 5 分

場 所 鳥取県民文化会館 第 3 会議室

参加者 約 1 5 0 名

0国際環境協力推進事業

鳥取県 ･ 島根県が協力 し て 、 南県の衛生環

境研究所を 中 心 と し て 中 国吉林省の汚濁の進

んだ湖沼 (松花湖 ) の水質共同 凋査を行い 、

吉林省の水質浄化施策 ･ 技術の 向上 に貢献 し

た。

なお 、 複数の 自 治体が共同 で途上国への技

術支援を行 う の は 、 全国的に も例がない

内容

･ 水質澗査 : 9 月 、 1 0 月

報告会 に係 る 協議 吉林省環境代表団 を

2 月 に受入

報告会 3 月 (吉林省)

報告会の様子

(環境政策課)

○ ｢ 2 0 0 1 国際環境シ ンポジウム｣ の開催

環境分野での海外 と の学術交流を推進す る

た め 、 中国 、 韓国の環境分野の研究者を招 き 、

｢ 2 0 0 1 国 際環境シ ンポジ ウ ム ｣ を 開催 し

た。

期 日 平成 1 3 年 1 2 月 1 日 (土)

場所 鳥取環境大学講堂 (企画振興課)

覚書締結式

　　　　　　　　　　　　　　　　学術交流に関する覚書締結式

　 　　　　

　　　　 　　　　

(環境政策課)
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重点 プ ロ ジ ェ ク ト 7

｢地球環境保全対策の推進｣ 指標か らみた進捗状況

地球温暖化 、 オ ゾ ン層 の破壊 、 酸性雨な ど

の地球環境問題は 、 県民一人ひ と り の行動が

深 く 関わ っ て お り 、 県民が一体 と な っ て取組

む と と も に 、 地球規模の課題であ る こ と か ら

国際的な協力 について も対応する 。

0二酸化炭素排出量

温室効果ガス 総排出量について は 、 平成 7
年度で平成 2 年度比約 1 3 %増加 し てい る が

平成 2 2 年度ま で に平成 2 年度 レベルま で削

減する こ と と してい る 。

県 と し て は 、 地球温暖化防止推進事業の実

施に よ る 県民 、 事業者の 自 主的な排出削減の

促進の ほか 、 県庁率先行動計画の推進及び市

町村等の温室効果ガス 削減実行計画策定 ･ 推

進の指導等 を通 じ て 、 目 標達成の た め に努力
する必要があ る 。

り 一段 と 普及が進む も の と 思われる 。

2 5 00

妙
鱒

鱒
500

2 0 00

フ 分 ?

潟が

2 9 3 J マ レ

15 乳 , 箋 , 害 , 門 ,
平成 9 年度 平成1 0年度 平成n 年度 平成 1 2年度 平戒 1 3年度 “女 平成22年度

※ 低公害車･ ･ 従来のガ ソ リ ン車やディ ーゼル

車に比べて 、 排出 ガス 中 の汚染物質の量や騒

音が大幅に少ない 電気 自 動車、 ハイ ブ リ ッ

ド 自 動車、 天然ガス 自 動車、 メ タ ノ ール車等

0森林蓄積量 (千立方メ ー ト ル)

森林の蓄積について は 、 年々 増加 して い る

が 、 二酸化炭素の 吸収源 と し て今後 と も 着実

に増加 さ せて い く こ と が必要で あ り 、 地域の
実情 に応 じ た森林整備 を推進す る と と も に 、

伐採跡地の的確な造林が図 ら れ る よ う 指導
援助を行 う

700 ---

6 1 7

6 0 0

5 0 0

4 0 0

3 0 0

200

1 0 0 7 7 1 0 7
2 6 3 9

　 　 　 　 　 　
平成9年度 平成1 0年度 平成 年殴 平成蛇年度 平成t 3年度 平成22年皮

6 1 7

tt

7 7 1 0 7
2 6 3 9 o o
締 轌 門 円 門

※ 森林蓄積量 ･ ･ 平成 2 年度以降に植栽 さ れた
立木の材積

0低公害車の普及台数 (台 )

低公害車の普及台数について は 、 平成 1 1 年

4 月 よ り 低公害車の取得に対する 税制上の優遇

措置が拡大 さ れた こ と や 、 各種補助制度等に よ

り 伸びてい る 。 今後 も 、 各社の参入に よ る 価格

の低下に加 えて 、 税制優遇措置の充実な ど も あ

67



第 6 章 共通的 ･ 基盤的施策の推進

【 1 環境関連高等教育機関等の整備推進 】

0鳥取環境大学の関学

平成 1 3 年 4 月 、 4 6 9 人の第 1 期生を迎

え 、 鳥取環境大学が開学 した。

県は 、 開 学当初 にお け る 大学運営の 円 滑化

を 図 る た め 、 学校法人鳥取環境大学に対 し て 、

教育研究機器や図書の整備等を支援す る た め

の補助金を交付 した。 (企画振興課)

鳥取環境大学

0環境学術研究の振興

鳥取環境大学を は じ め 、 県 内 の各高等教育

機関が行 う 3 0 の環境に 関す る 学術研究に対

し助成等を行っ た。 (企画振興課)
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